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項 目 要  約 

１．研究の概要 核燃料物質の精密検査において飛躍的な精度向上、測定作業の効率化の実

現を目指し、核物質から発生する硬Ｘ線やγ線を優れた分光特性を有する超

伝導転移端センサ(TES)により計測する革新的な核種同定分析技術の開発を

目的として、以下の研究開発を行う。 

１）硬X線γ線検出用TESアレイ検出器の開発 

２）検出器アレイ多重読出回路の開発 

３）核燃料物質等を用いた測定試験 

２．総合評価 高い数値目標に対し、近いところまで成果を出すことが出来たことは評価

できる。また、実用化までの課題を把握し、見通しは得られたものと考える。 

高い分解能を持つ検出器として大きな期待が持てることから、今後は定量

性を高めるアレイ多重化を進めて欲しい。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 
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